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!0
自
守
防
災
と
し
て
の
行
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
行
政
で
の
水
や
食

料
の
備
蓄
を
減
ら
し
て
は
。
!1
要

援
護
者
支
援
の
対
策
は
。
!2
都
や

近
隣
自
治
体
と
の
協
力
体
制
は
。

区
長

q
3
迅
速
な
対
応
が
で

き
た
。
e
35
％
程
度
で
、
本
部
長

が
本
部
を
設
置
す
る
。
4
情
報
交

換
を
行
っ
た
。
5
６
施
設
を
一
時

的
な
避
難
場
所
と
し
て
開
設
し
、

告
知
し
た
。
今
後
の
こ
と
は
地
域

防
災
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

w
3
今
回
も
協
力
を
要
請
し
た
。

e
社
会
福
祉
協
議
会
が
対
応
し
て

い
る
。
4
新
た
な
財
源
は
生
じ
て

い
な
い
。
5
国
が
行
っ
て
い
る
。

6
必
要
な
対
応
を
す
る
。
e
正
確

な
情
報
を
的
確
に
周
知
す
る
。

r
3
区
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
く

た
め
だ
。
e
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会
の
勧
告
よ
り
も
低
い
。
4
区

内
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
だ
。
5
現

在
の
場
所
で
十
分
と
考
え
て
い
る
。

6
関
係
部
署
と
協
議
し
安
全
を
確

保
す
る
。
t
3
一
定
の
目
安
を
持

っ
て
実
施
し
た
。
e
立
て
看
板
を

設
置
す
る
。
4
現
地
調
査
し
対
応

す
る
。
5
チ
ラ
シ
等
で
周
知
に
努

め
て
い
る
。
y
節
電
に
努
め
な
が

ら
実
施
す
る
。
u
必
要
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
i
協
力
の
あ
り
方

や
役
割
を
検
討
す
る
。
o
自
助
や

共
助
を
意
識
で
き
る
工
夫
を
行
う
。

!0
家
庭
で
の
備
蓄
が
原
則
だ
。

!1
自
主
的
に
防
災
活
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
支
援
す
る
。
!2
情
報
を
交

換
し
連
携
を
深
め
て
い
く
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と

支
援
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

q
中
高
生
の
問
題
行
動
や
不
登

校
に
つ
い
て
3
実
態
と
対
応
は
。

e
小
中
学
校
の
対
応
や
警
察
等
と

の
連
携
は
。
4
保
護
者
対
応
や
個

別
問
題
に
対
策
は
。
w
児
童
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
3
役
割
な
ど
は
。

e
テ
ィ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
成
果
と

評
価
は
。
e
地
域
健
全
育
成
運
営

協
議
会
に
つ
い
て
3
内
容
と
具
体

的
な
行
動
は
。
e
運
営
主
体
等
は
。

4
地
域
で
見
守
る
シ
ス
テ
ム
構
築

が
必
要
で
は
。
r
拠
点
と
な
る
青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
。

教
育
次
長

q
3
都
等
と
比
較

す
る
と
低
い
数
値
で
あ
り
、
指
導

な
ど
を
し
て
い
る
。
e
生
活
指
導

主
任
会
な
ど
で
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
4
小
中
の
教
員
が
一
致
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
e
3
問

題
行
動
等
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
e
各
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
主
催
し
て
い
る

な
ど
だ
。
4
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

w
3
在
宅
子
育
て
支
援
や
虐
待
の

防
止
等
だ
。
e
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
な
ど
で
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
r
設
置
の
考
え
は
な
い
。

文
化
振
興
政
策
に
つ
い
て

q
意
義
と
目
標
は
。
w
文
化
セ

ン
タ
ー
の
実
態
等
は
。
e
平
塚
小

学
校
跡
の
施
設
と
文
化
セ
ン
タ
ー

と
の
役
割
と
関
連
性
は
。
r
品
川

文
化
振
興
事
業
団
の
役
割
と
今
後

の
展
開
は
。
t
区
在
住
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
把
握
等
は
。
y
文
化
向

上
に
努
め
る
仕
組
み
の
構
築
を
。

地
域
振
興
事
業
部
長

q
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
原
動
力
と
す
る
こ
と
な

ど
だ
。
w
区
民
の
身
近
な
活
動
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。
e
特
性
を
生

か
し
連
携
を
図
る
。
r
文
化
・
芸

術
に
触
れ
親
し
む
機
会
の
提
供
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与

す
る
。
t
新
た
な
取
り
組
み
を
進

め
る
。
y
事
業
の
充
実
を
図
る
。

潮
に
つ
い
て
の
安
全
性
は
。
!4
津

波
対
策
は
。
!5
防
災
訓
練
と
し
て

寝
た
き
り
世
帯
の
安
否
確
認
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

!6
総
合
防
災
訓
練
に
高
齢
者
の
安

否
確
認
訓
練
を
取
り
入
れ
て
は
。

!7
防
災
船
着
場
な
ど
水
辺
空
間
利

用
の
現
況
と
見
通
し
は
。

区
長

q
義
援
金
は
６
月
17
日

現
在
１
億
１
千
万
円
余
で
、
継
続

す
る
な
ど
だ
。
w
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
中
で
共
助
の
あ
り
方

も
含
め
検
討
す
る
。
e
3
区
内
に

大
使
館
が
あ
り
、
大
使
館
を
通
じ

て
区
に
託
さ
れ
た
。
e
検
討
を
進

め
る
。
r
3
大
気
は
２
か
所
で
の

定
点
測
定
を
６
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
、
週
１
回
行
う
予
定
な
ど
だ
。

e
６
月
に
10
校
測
定
し
、
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

都
市
環
境
事
業
部
長

t
拡
大

を
図
り
、
職
員
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
窓
口
体
制
を
整
え
て
い
る
。

y
平
成
23
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ

す
。
u
区
は
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

25
％
を
め
ざ
し
、
区
民
な
ど
へ
は

15
％
以
上
の
削
減
を
目
標
と
す
る

節
電
行
動
を
促
進
す
る
。
i
3
現

地
調
査
を
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。
e
消
灯
さ
れ
て
い
る
公
園

や
路
地
裏
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
o
利

用
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
各
学
校

で
対
応
し
て
い
る
。
!0
今
後
の
技

術
の
開
発
等
を
見
守
り
判
断
す
る
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

!1
3
防
災
協
議
会
へ
の
参
加
な
ど

を
促
す
。
e
６
か
所
区
有
施
設
を

開
放
し
た
。
今
後
の
受
け
入
れ
対

応
は
検
討
す
る
。
4
都
知
事
の
申

し
入
れ
は
評
価
す
る
。
今
後
Ｊ
Ｒ

と
十
分
に
話
し
合
っ
て
い
く
。

5
園
児
等
の
安
全
を
確
保
し
、
保

護
者
の
迎
え
が
あ
る
ま
で
預
か
る

な
ど
だ
。
!2
想
定
さ
れ
た
高
潮
に

対
す
る
安
全
性
は
ほ
ぼ
確
保
さ
れ

て
い
る
。
!3
立
会
川
の
護
岸
が
低

い
箇
所
の
安
全
性
向
上
と
、
警
戒

避
難
体
制
の
充
実
を
行
う
。
!4
都

の
方
針
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

!5
避
難
誘
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

安
否
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

る
。
!6
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。
!7
必
要
な
検
討
を
行
う
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

q
な
ぜ
保
育
園
新
規
申
込
者
数

が
減
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
w
６

月
入
園
可
能
数
は
計
237
名
で
あ
り
、

０
か
ら
２
歳
児
も
欠
員
が
あ
る
が

な
ぜ
か
。
待
機
児
童
数
と
の
関
係

は
。
e
欠
員
補
充
は
私
立
保
育
園

を
優
先
す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解

は
。
r
６
月
以
降
に
開
園
す
る
施

設
と
内
容
は
。
t
（
仮
称
）
の
ぞ

み
保
育
園
は
ど
の
よ
う
な
保
育
園

な
の
か
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
認

可
保
育
園
な
ど
の
開
設
支
援
や
保

育
マ
マ
事
業
に
よ
り
枠
の
拡
大
を

図
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。

w
４
月
の
入
園
辞
退
の
分
が
充
足

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
だ
。
乳
児
の
欠
員
は
希
望
園

と
の
不
一
致
が
一
時
的
に
発
生
し

て
い
る
。
e
積
極
的
に
案
内
し
て

い
る
が
、
希
望
し
な
い
園
へ
の
内

定
な
ど
は
で
き
な
い
。
r
現
在
検

討
を
進
め
て
い
る
。
t
定
員
60
人

程
度
、
開
設
時
期
は
24
年
４
月
の

予
定
で
、
区
は
開
設
支
援
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

q
宮
古
市
と
富
岡
町
へ
の
義
援

金
と
支
援
物
資
の
総
額
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
今
後
の
援
助
は
。
w
災

害
時
相
互
援
助
協
定
を
拡
大
し
て

は
。
e
タ
イ
王
国
に
つ
い
て
3
こ

れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
支
援
物
資

の
受
け
入
れ
先
が
品
川
区
に
な
っ

た
の
か
。
e
都
市
と
の
交
流
を
深

め
る
べ
き
で
は
。
r
放
射
線
量
測

定
の
3
場
所
と
頻
度
、
実
施
期
間

は
。
e
プ
ー
ル
の
測
定
方
法
と
公

表
の
仕
方
は
。
t
耐
震
診
断
の
拡

大
と
職
員
の
対
応
力
は
。
y
戸
越

銀
座
と
補
助
163
号
線
の
電
線
地
中

化
工
事
の
経
過
は
。
u
区
内
の
節

電
強
化
策
等
は
。
民
間
へ
ど
の
よ

う
な
協
力
を
求
め
る
の
か
。
i
街

路
灯
の
間
引
き
に
つ
い
て
3
現
地

を
見
な
が
ら
節
電
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。
e
防
犯
対
策
は
。

o
小
学
校
の
放
課
後
の
体
育
館
と

校
庭
を
、
電
灯
を
使
用
し
な
い
範

囲
で
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に

開
放
を
。
!0
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
対
す

る
区
の
見
解
は
。
!1
帰
宅
困
難
者

に
つ
い
て
3
各
企
業
が
独
自
に
従

業
員
を
社
内
に
残
す
こ
と
を
考
え

る
べ
き
だ
が
、
企
業
へ
の
働
き
か

け
は
。
e
今
回
の
地
震
で
開
放
し

た
施
設
と
今
後
の
方
針
は
。
4
Ｊ

Ｒ
に
対
す
る
区
長
の
対
応
と
都
知

事
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
感
想
は
。

5
保
育
園
、
幼
稚
園
と
小
学
校
で

の
対
応
と
今
後
の
課
題
は
。
!2
大

井
競
馬
場
と
し
な
が
わ
区
民
公
園

は
広
域
避
難
場
所
と
し
て
安
全
な

の
か
。
!3
立
会
川
と
目
黒
川
の
高

q
初
動
体
制
に
つ
い
て
3
具
体

的
な
行
動
は
。
e
夜
間
の
体
制
と

指
示
系
統
等
は
。
4
関
連
団
体
と

の
連
携
は
。
5
帰
宅
困
難
者
に
対

す
る
避
難
所
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
伺
う
。
w
被
災
地
支
援
に
つ
い

て
3
必
要
な
物
資
を
募
集
し
て
は
。

e
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
仕
組
み

は
。
4
区
民
住
宅
を
提
供
し
た
が

財
源
は
。
5
民
間
不
動
産
の
提
供

を
要
請
し
て
は
。
6
協
定
の
な
い

被
災
地
へ
の
支
援
は
。
e
原
発
の

風
評
被
害
対
策
に
対
す
る
区
の
考

え
は
。
r
放
射
線
測
定
に
つ
い
て

3
目
的
は
。
e
測
定
値
は
。
4
測

定
場
所
の
選
定
理
由
は
。
5
希
望

が
出
た
場
合
は
。
6
高
い
値
へ
の

対
処
は
。
t
節
電
対
策
に
つ
い
て

3
街
路
灯
の
縮
小
基
準
は
。
e
危

険
な
場
所
で
は
、
注
意
を
促
し
て

は
。
4
消
灯
は
地
域
に
相
談
す
べ

き
で
は
。
5
啓
発
等
の
考
え
方
は
。

y
行
事
等
の
自
粛
に
対
す
る
考
え

方
は
。
u
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
求
め
る
。
i
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
仕
分
け
は
区
主
導
で
行

う
べ
き
で
は
。
o
助
け
合
い
行
動

を
起
こ
す
訓
練
に
す
べ
き
で
は
。

西本　貴子　議員（無品）

東日本大震災に見る
品川区の安心・安全な
街づくりについて

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

品
川
区
内
の
影
響
に
つ
い
て

松
澤
　
利
行
　
議
員

（
自
民
）

２・
私
立
幼
稚
園
へ
の
更
な
る
支
援
・
助
成
金
増
額
お
よ
び
私

立
幼
稚
園
母
の
会
連
合
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て

私
立
幼
稚
園
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

私
立
幼
稚
園
へ
の
直
接
助
成
金
は
、
区
の
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
実
態
に
沿
っ
た
制
度
の
見
直
し
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
協
会
に
対
す
る
補
助
金
の
増
額
や
、
平
成
21
年

度
か
ら
預
か
り
保
育
に
対
す
る
補
助
金
に
区
独
自
の
補
助
制
度

を
新
設
し
対
象
外
だ
っ
た
幼
稚
園
に
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
心
身
障
害
児
教
育
事
業
費
補
助
金
を
増
額

し
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
補
助
額
25
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
区
で
は
幼
児
教
育
推
進
の
た
め
、
助
成
制
度

な
ど
の
見
直
し
や
増
額
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
母
の
会
連
合
会
へ
の
直
接
助
成
等
は
、
難
し
い
状
況
で
す

の
で
、
現
状
の
幼
稚
園
協
会
へ
の
補
助
金
を
母
の
会
連
合
会
の

事
業
費
支
援
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
創
意
工
夫
し
て
、

私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。


